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１．会長からのメッセージ
会長　大杉　勝則（おおすぎ　かつのり）全盲ろう
今年もあっという間に、２０２４年が終わろうとしていますが、みなさん、いかがお過ごしでしょうか？
姫路市での全国盲ろう者大会が中止になり、対面による通常総会ができなくなってしまいました。
それに換えて前回と同じように、加盟団体で構成したメーリングリスト上で審議して参りました。
９月１０日（火）から１１月８日（金）までの２カ月間に及ぶ長い総会でした。
それで、１０月１５日発行を予定していたこの機関紙が、１２月発行になってしまいました。
長くお待たせしてしまい、申し訳ありませんでした。
この総会で、２０２４年度も、大杉が会長を続けることになりました。
そして、２０２５年３月３１日をもって、全国盲ろう者団体連絡協議会は解散することになりました。
その後は、全国盲ろう者協会と一体化し、一つの全国組織としてリフレッシュしていく予定です。
解散まであとわずかの期間ですが、以下の役員一同とともに、最後まで頑張って参ります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。
２０２４年度役員体制

会長　大杉　勝則（おおすぎかつのり）
副会長　門川　紳一郎(かどかわ　しんいちろう)

副会長　藤鹿　一之(ふじしか　かずゆき)　

事務局長　庵　悟(いおり　さとる)

会計　小林　功治(こばやし　こうじ)

委員　川島　朋亮（かわしま　ともあき）
委員　九曜　弘次郎(くよう　こうじろう)

委員　福山　佳代(ふくやま　かよ)

委員　渡井　秀匡(わたい　ひでただ)

監事　金政　かおり(かねまさ　かおり)

監事　村岡　美和(むらおか　みわ)

顧問　福島　智（ふくしま　さとし）
２．第１０回定期総会の報告
事務局長　庵　悟(いおり　さとる)弱視難聴

連絡協議会は、２００６年８月、第１６回全国盲ろう者大会が開かれた大阪会場にて設立されました。それ以来、第７回まで全国大会を利用して、２年に１回、定期総会を開催してきました。しかしながら、２０２０年度からコロナ感染拡大の影響により、全国盲ろう者大会の中止を余儀なくされ、２０２０、２０２２年度は加盟団体メーリングリストによる開催となりました。年月の流れは早いもので、今回は１０回目の総会となりました。
２０２４年９月１日、姫路市において、６年ぶりの対面による総会を予定しておりましたが、台風１０号の影響により第２９回全国盲ろう者大会の中止を余儀なくされ、前回に引き続き、今回もМＬを活用して、約２か月間、メールによるやりとりの方法で行いました。
加盟団体３７団体のうち、２２団体の代議員が出席、７団体が委任状提出で総会を開催することができました。
９月１０日、総合司会の福山委員の挨拶からスタートしました。
まず、大杉会長より開会の挨拶が行われた後、司会が出席代議員の中から議長として九曜代議員（富山盲ろう者友の会）を指名しました。議長から、全体の流れと議事進行についての説明がなされました。
会長選挙については、あらかじめ、選挙管理委員会の渡井氏より代議員のアドレスに投票方法の説明がなされ、８月１１日から８月２５日までの間に、選挙管理委員会専用アドレスに、会長立候補者について「信任する」・「信任しない」のいずれかを投票するという方法で進められていました。
９月１０日～１７日、第１号議案の「２０２２・２０２３年度活動報告、決算報告について、審議が行われました。金政監事より、監査報告がなされました。そして、９月１８日から２５日まで、第１号議案について、「承認」・「不承認」のいずれかをМＬに投稿する方法で採決が行われました。９月２６日、議長より裁決結果の発表があり、第１号承認１８・不承認０で、同議案が正式に承認されました。
次に、渡井選挙管理委員より、会長選挙結果が発表され、有効投票数２２、信任１５で、大杉氏より、新会長としての挨拶の後、新役員の発表がなされました。
この後、９月２６日から１０月２日まで、第２号議案「解散の説明と決議」の審議が行われ、１０月３日から９日まで、同議案の採決が行われました。１０月１０日、議長より、第２号議案の採決結果の発表があり、承認２０・不承認０で、同議案が正式に承認されました。これにより、連絡協議会の解散が正式に決議されました。
１０月１０日から１７日まで、第３号議案「２０２４年度会費について」の審議、１０月１８日から２４日まで、同議案の採決が行われました。
１０月２５日、議長より、第３号議案の採決結果の発表があり、承認１８・不承認０で、同議案が正式に承認されました。これにより、２０２４年度の会費は納めなくてもよいことになりました。
１０月２５日から３１日、第４号議案「２０２４年度活動計画案・予算案」の審議が行われ、１１月１日から８日午前まで、同議案の採決が行われました。
１１月８日午後、議長より第４号議案の採決結果の発表があり、承認１９・不承認
０で、同議案が正式に承認されました。
これで、すべての審議が終わり、議長が解任されました。
最後に司会から閉会の挨拶で閉会しました。
代議員の皆様、所属団体の事務局等サポートしていただいた皆様、総会の円滑な進行にご協力いただき、誠にありがとうございました。
３．連絡協議会の活動報告
２０２４年４月１５日以降、以下の活動を行いました。
４月１５日(月)

　機関紙第３２号発行　
４月１９日(金)

　加盟団体ＭＬにて、「組織改革案」の提示と意見募集案内５月１５日(水)

　第１０回定期総会の案内の送付
６月１５日(土)

　メールマガジン第６２号発行
６月１８日(火)

　三役会(大杉・門川・藤鹿・庵)
７月７日(土)

　２０２２・２０２３年度会計監査会(金政・村岡・石川・庵)

８月１５日(木)

　メールマガジン第６３号発行
９月９日(月)

　加盟団体ＭＬにて、全国盲ろう者大会中止にともなう、総会の開催方法の進め方の案内
９月１０日(火)

　加盟団体ＭＬにて第１０回定期総会開始
1１月８日(金)

　第１０回定期総会、閉会
「協会との一体化」についての意見募集案内(加盟、未加盟団体)に送付

その他、日本障害フォーラムや各種ヒアリングに全国盲ろう者協会の名前で、盲ろう者の立場から提言などを行いました。

４．連絡協議会の加盟団体リスト
現在、加盟しているのは、以下の３７団体です。
　・ＮＰＯ法人札幌盲ろう者福祉協会
　・岩手盲ろう者友の会
　・山形県盲ろう者友の会
　・栃木盲ろう者友の会「ひばり」
　・ＮＰＯ法人群馬盲ろう者つるの会
　・ＮＰＯ法人埼玉盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会
　・認定ＮＰＯ法人東京盲ろう者友の会
　・神奈川盲ろう者ゆりの会
　・新潟盲ろう者友の会
　・富山盲ろう者友の会
　・石川盲ろう者友の会
　・岐阜盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人静岡盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人愛知盲ろう者友の会
　・三重盲ろう者きらりの会
　・ＮＰＯ法人しが盲ろう者友の会
　・京都盲ろう者ほほえみの会
　・ＮＰＯ法人大阪盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人ヘレンケラー自立支援センター「すまいる」
　・ＮＰＯ法人兵庫盲ろう者友の会
　・奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」
　・和歌山盲ろう者友の会
　・鳥取盲ろう者友の会
　・岡山盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人広島盲ろう者友の会
　・山口盲ろう者友の会
　・徳島盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人香川盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人えひめ盲ろう者友の会
　・高知県盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人福岡盲ろう者友の会
　・長崎盲ろう者友の会「あかり」
　・熊本盲ろう者夢の会
　・大分盲ろう者友の会
　・ＮＰＯ法人鹿児島県盲ろう者友の会いぶき
　・沖縄盲ろう者友の会
５．読者のコーナー

テーマ『私の２０２４年一大ニュース』

京都府　梅木　久代(うめき　ひさよ)全盲ろう

『グループホームに転居してよかった!』

メールマガジンを毎回、楽しく読ませてもらっております。さて、皆様はグループホームについて、どのように考えていますか？私は、４年前に統合失調症と診断されて、精神的に追い詰められたりする日々を送っていました。月１回の支援者会議でグループホームへ移ったらどうかと言う案が出ました。候補にあがった所は古くて嫌だったのですが、見学だけでもと言われ、見学にいきました。憩いの村関連のグループホームで外から見ると古いけれど、中は、とても広くてびっくりしました。そして今年に入って申し込みをし、運よく入居できることになりました。そして、今年4月末に転居しました。部屋は洋室や和室があり、台所は8畳です。ひとり暮らしには、もったいないほど広いです。他の人がいないので、ぶつかる心配もなく部屋中を自由に歩き回っています。家事は私一人でちゃんとできます。料理は自分の好きな味に作るのが楽しくて、いろいろと作って食べています。そのおかげか、医師からは「弱っていた骨も良くなっているし、健康だよ」と言われて嬉しいかったです。健康が一番大切ですね。ここでは何かあったときに、職員に相談ができます。また、仲間たちと交流が出来、昼食を一緒に食べることもできます。聴覚障害者も安心して暮らせる所です。寂しくなった時は、好きな編み物したり、メールでおしゃべりをしたりして、紛らわしています。健康で笑顔を絶やさず、生活をして行くのが大切ですね。私は、今月の３日で７５歳になりました!先に旅立った夫の好彦が、いつも私を見守ってくれているおかげで、病気も無く元気に過ごしています。皆さんも、一人になったらグループホームへ移ってみてはどうでしょう？今、私は「グループホームに転居してよかった!」と思っています。

香川県　吉田　恵子（よしだ　けいこ）全盲難聴
２月２３日にNPO設立記念式典と「桜色の風が咲く」上映会をしたこと。８９名もの方々が参加してくださいました。その時、福島智さんからビデオメッセージをいただき、感激しました。
創業支援の実行団体が京都で集まったこと。千葉や宮崎の理事長さんと交流し、楽しかったです。盲ろう者向け通訳・介助員養成講座の受講生１４名が、全員無事修了できたこと。

今後の活躍に期待します。さて来年、香川盲ろう者友の会は設立３０周年を迎えます。ますます元気で明るく、楽しい会にしていきたいです。
神奈川県　今井　邦江(いまい　くにえ)弱視ろう

『私の２０２４年一大ニュース』

２０２４年は身体障害者手帳に視覚障害が追加され、盲ろう者になった年で、私にとっては大ニュースでした。
その手帳のおかげで、日常生活用具や盲ろう者向けの通訳・介助員派遣の申請できるようになりました。日常生活が一段と楽しくなり、サークルに参加するなど活動の幅が広がりました。自分でもびっくりするほど、ポジティブになれたのは、周りにいる皆様のおかげです。感謝する気持ちを忘れずに来年へ繋げたいと思っております。
読者の皆様、どこかでお会いしましょう！！
徳島県　南　耕造(みなみ　こうぞう)弱視ろう
２０２４年、令和６年１０月２７日の衆院選挙で初体験をした。まだ目が見えていた頃は楽勝だった、投票所までの道のりが、濃い霧のせいと車の往来のため、時間が長く感じられた。投票所ではまったく見えず、立ち往生か？と思ったけれど助け舟はあった。選挙管理委員さんの女性の方が丁寧にサポートしてくださった。うれしい。
ありがたかった。常日頃、女性の方を神様のように思っているので、ごほうびをもらったかと思う。ありがとう。
６．編集後記
編集後記
編集担当チーム　九曜　弘次郎（くよう　こうじろう）全盲難聴
今回から編集委員に加わりました、富山盲ろう者友の会の九曜と申します。全盲難聴の盲ろう者です。よろしくお願いします。
といっても、連絡協議会が解散することが先日の総会で正式に決まりましたので、機関誌は今回が最後、メールマガジンも数回のみの担当となります。
そういえば、昔から私がかかわるとなんでも最後になってしまうのです。学生のときも、私のクラスの担任になった先生はたいていその次の年は他の学校に転任になりました。
今回は皆さんに「私の２０２４年一大ニュース」と題して投稿していただきました。私の２０２４年一大ニュースといえば…５０歳になったことです。半世紀も生きたのかという感じです。子供のころはずいぶん先のような感じがしていましたが、あっという間ですね。気持ちだけは若くありたいもんです。
それでは、皆さんよいお年をお迎えください。
２

